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絆で創る , 魅力あふれる豊かな町づくり｜みんなで早寝 早起き ラジオ体操 朝ごはん！

月号2 平成 29 年せとうち
広報

鹿児島県奄美大島瀬戸内町 2 月 18 日（土）清水公園総合体育館
第 16 回大島地区生涯学習推進大会・第 19 回大島地区広域文化祭（瀬戸内町大会）

まちの人口と世帯　平成 28 年 12 月末日現在　
人口
9,133 人（前月比‐15）　

人口（男）
4,408 人（前月比 -3）

人口（女）
4,725 人（前月比‐12）　

世帯数
5,224 戸（前月比 - 5 ）　

i

新成人代表

新成人代表
山倉竜馬さん

牧亜野美さん

2017
瀬 戸 内 町 成 人 式

今月の表紙は、新成人代表のあいさつをした山倉竜
りょう

馬
ま

さんと

牧亜
あ

野
や

美
み

さん。新成人の決意と感謝の気持ちを述べました
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１
月
４
日
水
曜
日
、
清
水
総
合
体
育
館
で
成
人
式
が
行
わ
れ
、
２
２
１

人
の
対
象
者
の
う
ち
88
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

古
仁
屋
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏
と
古
仁
屋
高
校
生
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
幕
を

開
け
た
成
人
式
。
第
一
部
で
は
、
上
田
教
育
長
の
式
辞
や
鎌
田
町
長
、
岡

田
議
会
議
長
に
よ
る
挨
拶
、
記
念
品
の
贈
呈
な
ど
が
厳
お
ご
そ

か
な
雰
囲
気
の
中

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
新
成
人
に
よ
る
漫
才
や
島
唄
、「
20
年
の
歩
み
」
と
題

し
た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
放
映
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
は
歓
声
と
笑
顔
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

新たな門出｜平成 29 年成人式

新
成
人
に
抱
負
・
目
標
・
夢
を
聞
き
ま
し
た

お
金
を
た
め
る

器
を
大
き
く

自
覚
を
持
つ　
　
　
　
　
　
　

公
務
員
試
験
の

勉
強
を
が
ん
ば
る
! !　
　
　
　
　
　
　

離
島
の
救
急
医
療
に

貢
献
す
る　
　
　
　
　
　
　

し
っ
か
り
と
勉
強
し
て

国
家
試
験
に
合
格
す
る　
　
　
　
　
　
　

武田成気さん
中ノ瀬和

なごむ

さん 平山大地さん 芳岡航介さん与名城徹
てっ

聖
せい

さん
渡島大知さん

１

３

６７

新
成
人
の
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
持
つ
、
目
標
や
夢
。

そ
の
道
の
り
は
、
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

も
し
、
く
じ
け
そ
う
に
な
っ
た
時
は
、

皆
さ
ん
を
い
つ
も
応
援
し
て
、
信
じ
て
く
れ
る
両
親
や
友
達
、
仲
間
、

こ
の
「
ま
ち
」
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
は
、
が
ん
ば
る
皆
さ
ん
の
新
た
な
旅
立
ち
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
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逃
げ
ず
に

一
生
懸
命
が
ん
ば
る　
　
　
　
　
　

心
の
広
い
人
に
な
る　
　
　
　
　
　

今
し
か
で
き
な
い

こ
と
を
楽
し
む
！　
　
　
　
　
　

瀬
戸
内
町
の
雑
誌
を

つ
く
る
by
編
集
部　
　
　
　
　
　

責
任
持
ち
ま
す
！

建
築
士
の
資
格
を
取
る　
　
　
　
　
　

中
学
生
の
頃
か
ら
の
夢

だ
っ
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
に
な
る　
　
　
　
　
　

招日菜野さん

脇田瀬里佳さん南郷暁
あか

音
ね

さん

茂野華子さん
伊東美優さん

■写真の説明
①集合写真、②と⑥あちらこちらで写

真撮影、③中学時代を懐かしむ、④大

阪で芸人を目指している平野成樹さん

（左）と友人の與島朋浩さん（右）によ

る漫才、⑤万歳三唱、⑦真剣なまなざ

しで祝辞を聞く、⑧島唄を披露した徳

田貴
た

真
か

珠
ら

さん、⑨第 2 部の司会を務め

た川畑新伍さんと津留笑
えみ

夏
か

さん

８９

４５

２

喜村奈々瀬さん

義永桃子さん
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6 月9 月1 月

平成 29 年平成 30 年

6 月

7 月 4 月

基
礎
工
事

躯
体
工
事

内
外
装
工
事

外
構
工
事

利
用
開
始
予
定

■建設場所　旧公民館跡地

■敷地面積　2,887㎡

■建設規模　鉄筋コンクリート造 2 階建

■延床面積　約 1,300㎡

■駐車場（予定）

普通車　　　43 台（敷地内 28 台、敷地外 15 台）

身障者用　　2 台、大型バス　2 台

■駐輪場　　20 台程度

■事業費　　6 億 4 千万円（補助率 7/10）

（国費 4 億 4,800 万円、起債 1 億 9,200 万円）

■設計業務期間

平成 28 年７月５日～平成 29 年 3 月 17 日

休憩施設兼コミュニティ施設（仮称）着工へ向けて
前進中

平成 28 年 7 月より設計業務を進めてきた休憩施設兼コミュニティ施設は、検討を重ねながらより良い

施設を目指して設計中です。

瀬戸内町役場

完成イメージ図

町
民
の
皆
様
に

親
し
ま
れ
て

き
た
、
旧
中
央
公
民
館
。

　

建
替
え
で
は
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
「
生
涯
学
習

の
場
」
と
し
て
、
公
民
館

講
座
や
イ
ベ
ン
ト
に
利
用

で
き
る
施
設
が
必
要
と
考

え
て
お
り
、「
公
民
館
」

の
再
構
築
に
向
け
設
計
業

務
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

新
施
設
は
、
従
来
の
公

民
館
機
能
に
加
え
、
新
た

な
機
能
と
し
て
備
蓄
倉
庫

を
整
備
し
て「
防
災
機
能
」

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
休
憩
機
能
」

と
し
て
玄
関
ホ
ー
ル
を
多

く
の
来
館
者
が＂
ゆ
と
り
〟

を
持
っ
て
利
用
で
き
る
よ

う
に
計
画
し
て
お
り
、
従

来
の
1.6
倍
の
広
さ
を
も
つ

施
設
を
整
備
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
が
「
気
軽

に
」
そ
し
て
、「
親
し
み
」

を
感
じ
る
施
設
を
目
指
し

て
平
成
29
年
度
よ
り
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

10
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0
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配置図

施
設
本
体
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

休憩施設兼コミュニティ施設（仮称）今後の予定

配置図

県道　至清水集落

役場

施設概要
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ステージ

交流ホール

玄関

休憩ホール

備蓄倉庫

廊下

施設管理室
炊出室

トイレ
多目的

男子

トイレ

女子

トイレ

授乳室

階段
ＥＶ

１階平面図

情
報
コー

ナー

休憩スペース

休憩ホール

ＰＳ

ＰＳ

吹抜
吹抜

交流室
和室

交流室3

廊下

男子 女子
トイレ トイレ

トイレ
多目的

女子

ｼｬﾜｰ

男子

ｼｬﾜｰ
ﾊﾞﾙｺﾆｰ

電気室

備蓄倉庫

階段
ＥＶ

交流室1 交流室2 交流室4

２階平面図

物
入 物

入

物
入

給
湯
室

ギ
ャ
ラ
リー

1 階平面図

交流ホール

休憩ホール
シャワー室エレベーター

備蓄倉庫

備蓄倉庫男女トイレと多目的トイレ

授乳室 炊出室

2 階平面図

生涯学習活動や災害時
の避難所、各種イベン
ト等に活用できます。

交流ホールが観覧で
きるスペースです。

キッズ広場などを設置でき
るオープンスペースです。

男女それぞれ 2 か所

ずつ設置します。
バリアフリーを考慮
し、エレベーターを
設置します。

災害時に必要な物資を
備蓄します。

（食料・生活必需品等）

休憩スペースや道路・
観光・医療などの情報
コーナーを設置します。

災害時に必要な物資を
備蓄します。

（食料・生活必需品等）

トイレは、24 時間利用できます。
多目的トイレには、オストメイト対応
便器や洋式便器、子供用便器、ベビー
チェアー、おむつ交換台を設置します。

おむつ交換台や授乳ス
ペースを設置します。

様々なイベントや
料 理 教 室、 災 害 時
に使用されます。

交流室

生涯学習活動や災害時の避難所として活用
できます。交流室が 5 部屋（内和室 1 部屋）
休憩ホールと交流室の壁は、可動壁となっ
ており、様々な用途に対応できます。

ギャラリー

休憩ホール



☑ 2 月のお知らせと情報
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　「
奄
美
・
琉
球
」
を
世
界
自
然
遺
産
へ

■お問合わせ先　瀬戸内町立図書館・郷土館　　　☎０９９７－７２－３７９９
　　　　　　　　世界自然遺産せとうち町推進室　☎０９９７－７２－１６００ 世界遺産

「
奄
美
群
島
の
国
立
公
園
決
定
！
」

　

昨
年
末
の
新
聞
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
28
年
12
月
26
日
に
環
境
省
の
中
央
審
議
会
が
「
奄

美
群
島
国
立
公
園
」
を
認
め
、
今
年
の
春
に
全
国
34
番
目
の

国
立
公
園
と
し
て
新
規
指
定
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し

た
。

　

こ
の
国
立
公
園
の
指
定
は
「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄

島
北
部
及
び
西
表
島
の
世
界
自
然
遺
産
」
登
録
実
現
に
向
け

た
環
境
の
保
護
担
保
措
置
の
一
環
で
あ
り
、
大
き
な
一
歩
と

な
り
ま
し
た
。

　

環
境
省
は
、１
月
中
に
国
連
教
育
科
学
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）

へ
正
式
な
推
薦
書
を
提
出
し
た
の
ち
、
左
の
図
の
流
れ
で
世

界
遺
産
へ
登
録
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

Vol 25

■お問合わせ先　建設課管理係　☎０９９７－７２－１１９７
　
平
成
29
年
度
建
設
工
事
等
の

　
　
　
　
指
名
願
い
を
受
け
付
け
ま
す

指名願い　
　

平
成
29
年
度
建
設
工
事
等
の
指
名
願

い
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
事
業
所
は
、
次
の
と
お

り
受
付
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
年
度

①
瀬
戸
内
町
に
本
社
ま
た
は
、
営
業
所

　

を
置
く
事
業
所
→
平
成
29
年
度
分

②
町
外
の
事
業
所
→
平
成
29
年
度
か
ら

30
年
度
ま
で
の
２
箇
年
分

　
　
　

■
受
付
期
間

　

平
成
29
年
２
月
１
日
（
水
）
か
ら

　

平
成
29
年
３
月
31
日
（
金
）
ま
で

※
消
印
有
効

■
提
出
書
類

　
「
建
設
工
事
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
書
」
の
ほ
か
、
必
要
書
類
は
町
の
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

出
来
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

■
そ
の
他

　

受
付
期
限
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類
が
揃
わ
な
い
場
合
は
、
原
則

受
付
が
出
来
ま
せ
ん
。

2017 年（平成 29 年）1 月（予定）

ユネスコ世界遺産センターへの推薦書の提出

2017 年（平成 29 年）春

国立公園指定

2017 年（平成 29 年）夏（目標）

国際自然保護連合（IUCN）による現地調査

2018 年（平成 30 年）夏（目標）

世界遺産委員会の審査（登録可否決定）

2018 年（平成 30 年）夏（目標）

世界遺産リストに登録

﹀

﹀

﹀

﹀

■お問合わせ先　企画課　産業立地係　☎０９９７－７２－１１１２   「
在
宅
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
研
修
会
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
研
修
生
を
募
集
し
ま
す

研修募集

　

町
と
企
業
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
「
南
西
テ
レ

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」と
の
協
同
事
業
で
、在
宅
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

研
修
終
了
後
は
、
南
西
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
在

宅
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

■
在
宅
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
は
？

　

ご
家
庭
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
文
字
入
力
や
採
点
作

業
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
好
き
な
時
間
に
仕
事
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
申
込
資
格

　

①
瀬
戸
内
町
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

　

②
自
宅
に
パ
ソ
コ
ン
を
所
有
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

を
お
使
い
の
方

■
研
修
日
時　

　

平
成
29
年
２
月
21
日
（
火
）
～
２
月
24
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
昼
食
休
憩
あ
り
）

■
研
修
時
間　

１
日
５
時
間
×
４
日
間
（
全
20
時
間
）

■
場
所　

せ
と
う
ち
物
産
館
２
階
パ
ソ
コ
ン
室

■
募
集
人
数　

13
名
（
書
類
選
考
の
上
、連
絡
し
ま
す
）

■
講
師　

南
西
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ

■
研
修
費　

無
料

■
研
修
内
容

　

入
力
業
務
研
修
（
タ
イ
ピ
ン
グ
、
入
力
業
務
獲
得

　

方
法
、
入
力
ソ
フ
ト
活
用
法
、
デ
ジ
タ
ル
採
点
）

■
申
込
方
法　

写
真
付
き
の
履
歴
書
を
提
出

■
申
込
先　
　

企
画
課　

産
業
立
地
係

■
申
込
締
切　

平
成
29
年
２
月
13
日
（
月
）
午
後
５
時
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町
県
民
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
の

申
告
並
び
に
納
税
に
つ
い
て
、
ご
協
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

所
得
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
申
告
は
、
あ
な
た
の
町
県
民
税

及
び
国
民
健
康
保
険
税
を
正
し
く
算
出

す
る
基
礎
と
な
り
、
各
種
証
明
書
や
国

民
健
康
保
険
税
を
軽
減
す
る
資
料
と
な

り
ま
す
。

■
申
告
期
間
（
閉
庁
日
は
除
く
）

平
成
29
年
２
月
１
日
（
水
）
か
ら

平
成
29
年
３
月
15
日
（
水
）
ま
で

※
期
間
外
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

申
告
が
必
要
な
方
は
、
必
ず
期
間
内

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
確
定
申
告
も
２
月
16
日
～
３
月
15
日

の
期
間
中
に
受
付
け
て
い
ま
す
。

■
受
付
場
所　

役
場
税
務
課　

課
税
係

■
申
告
の
必
要
な
方

①
給
与
収
入
の
方

　

給
与
収
入
者
で
、
会
社
の
年
末
調
整

を
し
て
い
な
い
方

②
年
金
収
入
の
方

　

収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
方
は
、
申

告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
以
下
に

該
当
す
る
場
合
は
申
告
が
必
要
で
す
。

□
年
金
源
泉
徴
収
票
の
扶
養
や
控
除
欄

に
相
違
が
あ
る
場
合
（
配
偶
者
、
扶
養

人
数
、
障
害
、
寡
婦
、
社
会
保
険
料
等
）

□
年
金
額
４
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合

□
年
金
以
外
に
収
入
が
あ
る
場
合

□
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
方

で
還
付
申
告
を
行
う
場
合（
確
定
申
告
）

③
収
入
の
な
い
方

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
で
所
得
の
な
い
方
は
、
申
告
を
さ
れ

な
い
と
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置

等
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
告
に
持
参
す
る
も
の

①
前
年
の
収
入
を
確
認
で
き
る
も
の

　
（
給
与
・
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
）

②
社
会
保
険
料
・
生
命
保
険
等
の
支
払

額
証
明
書
等

③
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
、
障
害

者
手
帳
等

④
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
。

シ
ャ
チ
ハ
タ
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
）

⑤ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が

分
か
る
も
の

■お問合わせ先　税務課　課税係　☎０９９７－７２－１１１６

　
平
成
28
年
中
（
１
月
～
12
月
）
の
所
得
申
告
が
始
ま
り
ま
す

所得申告

■お問合わせ先　商工観光課　船舶交通係　☎０９９７－７２－４５６０

  「
瀬
戸
内
町
船
舶
交
通
事
業
」
業
務
等
委
託
を
募
集
し
ま
す

委託募集

■
応
募
資
格

①
瀬
戸
内
町
加
計
呂
麻
地
区
に
住
所
を
有
す
る
個
人
ま
た
は
団
体

②
万
一
の
事
故
発
生
時
に
お
い
て
、
損
害
賠
償
を
確
実
に
担
保
で
き
る
者

③
町
税
等
に
滞
納
が
な
い
者
（
同
一
世
帯
含
む
）

■
募
集
内
容

①
町
営
定
期
船
「
フ
ェ
リ
ー
か
け
ろ
ま
」
船
舶
待
合
所
の
乗
船
券
販
売
及
び

　

待
合
所
管
理
業
務
、
そ
の
他
船
舶
事
業
に
関
す
る
業
務

②
業
務
委
託
期
間　

平
成
29
年
４
月
１
日
～
平
成
30
年
３
月
31
日
（
１
年
間
）

③
業
務
の
場
所
及
び
時
間

　

 

・
瀬
相
待
合
所
（
加
計
呂
麻
地
区
）　

午
前
７
時
～
午
後
６
時
30
分

　

 

・
生
間
待
合
所
（
加
計
呂
麻
地
区
）　

午
前
８
時
～
午
後
５
時

④
年
間
委
託
料

　

 

・
瀬
相
待
合
所　

年
間
１
８
６
万
円
（
15
万
５
千
円
を
毎
月
支
払
い
）

　

 

・
生
間
待
合
所　

年
間
１
６
８
万
円
（
14
万
円
を
毎
月
支
払
い
）

■
応
募
期
間

　

平
成
29
年
２
月
１
日
（
水
）
～
平
成
29
年
２
月
15
日
（
水
）
ま
で

■
応
募
方
法

　

所
定
の
募
集
申
込
書
と
必
要
添
付
書
類
を
総
務
課
人
事
行
政
係
へ
持
参
、
ま
た
は

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。（
２
月
15
日
、
消
印
有
効
）

※
申
込
書
は
、
海
の
駅
２
階
の
商
工
観
光
課
船
舶
交
通
係
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

※
応
募
や
業
務
委
託
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
商
工
観
光
課
船
舶
交
通
係
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
必
要
添
付
書
類

　

個
人
ま
た
は
代
表
者
の
住
民
票
、
所
得
額
証
明
書
、
納
税
証
明
書
を
各
１
通

■
応
募
先

　

役
場
庁
舎
２
階
の
総
務
課
人
事
行
政
係　
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■お問合わせ先　商工観光課観光係、水産振興課（水産振興・港湾漁港係）、建設課住宅係

■お問合わせ先　総務課人事行政係　☎０９９７－７２－１１１１

  

　
　「
瀬
戸
内
町
清
掃
業
務
等
」
委
託
を
募
集
し
ま
す

  

　
　
平
成
29
年
度
臨
時
職
員
並
び
に

　
　
　
　
　「
役
場
庁
舎
宿
直
業
務
等
」
委
託
及
び
清
掃
人
夫
を
募
集
し
ま
す

委託募集

職員募集

■
応
募
資
格

①
瀬
戸
内
町
に
住
所
を
有
す
る
個
人
ま

た
は
、
団
体

②
町
税
等
に
滞
納
が
な
い
者
（
同
一
世

帯
を
含
む
）

■
業
務
委
託
期
間

　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で（
１
年
間
）

■
業
務
内
容

　

瀬
戸
内
町
公
園
等
施
設
の
清
掃
に
関

す
る
業
務

※
委
託
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
施
設

の
主
管
課
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
業
務
時
間　

１
日
１
時
間（
月
31
日
）

②
単
価　

１
時
間
７
１
５
円

③
年
間
委
託
料　

26
万
５
９
８
０
円

④
主
管
課
と
施
設
名

 

・
商
工
観
光
課

　
　

大
湊
公
衆
ト
イ
レ
（
大
湊
）

 

・
水
産
振
興
課

　
　

松
江
公
園
ト
イ
レ
（
松
江
）　

　
　

古
仁
屋
漁
港
公
園
ト
イ
レ（
大
湊
）

　
　

二
本
松
公
園
ト
イ
レ
（
須
手
）

 

・
建
設
課

　
　

春
日
公
園
（
春
日
）

　
　

船
津
公
園
（
船
津
）

　
　

瀬
久
井
東
公
園
（
瀬
久
井
東
）

■
応
募
資
格
（
共
通
）

①
平
成
29
年
４
月
１
日
時
点
で
満
年
齢
18
歳
以
上
の
者

②
瀬
戸
内
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
者

③
町
税
及
び
使
用
料
に
滞
納
が
な
い
者
（
同
一
世
帯
含
む
）

■
応
募
期
間
（
共
通
）

　

平
成
29
年
２
月
１
日
（
水
）
か
ら

　

平
成
29
年
２
月
15
日
（
水
）
ま
で
（
土
、
日
、
祭
日
は
除
く
）

※
郵
送
可
、
２
月
15
日
（
水
）
当
日
消
印
有
効

■
申
込
手
続

①
臨
時
職
員

　

所
定
の
申
込
書
兼
履
歴
書
と
作
文
（
新
規
申
込
の
場
合
の
み
）
を
総
務
課
人
事
行
政

係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
役
場
庁
舎
宿
直
業
務
等
委
託
及
び
清
掃
人
夫

　

所
定
の
申
込
書
兼
履
歴
書
を
総
務
課
人
事
行
政
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
兼
履
歴
書
と
作
文
用
紙
の
様
式
は
、
役
場
総
務
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
瀬
戸
内
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
採
用
方
法
（
採
用
者
に
は
、
別
途
通
知
し
ま
す
）

①
臨
時
職
員　

書
類
選
考
及
び
作
文
（
新
規
申
込
者
の
み
）
で
実
施

 

・
作
文
課
題
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
大
切
だ
と
思
う
こ
と
」

②
役
場
庁
舎
宿
直
業
務
等
委
託
及
び
清
掃
人
夫　

書
類
選
考
で
実
施

■
採
用
職
種

①
臨
時
職
員　

事
務
員
、
技
術
補
助
員
、
保
育
士
、（
管
理
）
栄
養
士
、
調
理
員
、
母

子
指
導
員
、
医
療
事
務
員
、
看
護
師
、
看
護
助
手
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

保
健
師
、
船
員
、
幼
稚
園
教
諭
、
学
校
用
務
員
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
、
図
書
司
書
、

消
防
署
補
助
員
、
用
地
調
査
員
、
運
転
手
、
営
農
支
援
員
、
道
路
整
備
員
、
衛
生
セ
ン

タ
ー
作
業
員
、
清
水
公
園
管
理
作
業
員
、
火
葬
場
管
理
人
等

②
役
場
庁
舎
宿
直
業
務
等
委
託
及
び
清
掃
人
夫

　

庁
舎
宿
直
、
庁
舎
警
備
、
学
校
施
設
夜
間
宿
直
、
清
掃
人
夫

■
応
募
期
間

平
成
29
年
２
月
１
日
（
水
）
か
ら

平
成
29
年
２
月
15
日
（
水
）
ま
で

■
応
募
方
法

①
所
定
の
募
集
申
込
書
を
持
参
、
ま
た

は
郵
送
（
２
月
15
日
、
消
印
有
効
）

②
必
要
書
類　

個
人
ま
た
は
代
表
者
の

住
民
票
、
納
税
証
明
書
を
各
１
通

※
募
集
申
込
書
及
び
業
務
等
委
託
仕
様

書
は
、各
主
管
課
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

■
応
募
先

　

庁
舎
２
階
総
務
課
人
事
行
政
係

　
　

☎
０
９
９
７
（
７
２
）
１
１
１
１

■
お
問
合
わ
せ
先

①
庁
舎
２
階　

商
工
観
光
課
観
光
係

　
　

☎
０
９
９
７
（
７
２
）
１
１
１
５

②
庁
舎
３
階　

水
産
振
興
課

　
（
水
産
振
興
・
港
湾
漁
港
係
）

　
　

☎
０
９
９
７
（
７
２
）
１
１
１
４

③
庁
舎
３
階　

建
設
課
住
宅
係

　
　

☎
０
９
９
７
（
７
２
）
１
１
９
７
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生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す

■お問合わせ先　地域包括支援センター　☎０９９７－７２－１１５３ 講座開催
　

瀬
戸
内
町
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
実
施
す

る
総
合
事
業
に
お
い
て
、
訪
問
介
護
員
（
介
護

ヘ
ル
パ
ー
）に
代
わ
っ
て
軽
度
な
生
活
援
助（
買

い
物
や
掃
除
な
ど
）
を
行
っ
て
い
た
だ
く
『
生

活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
』
を
左
記
の
内
容
で
養
成

し
ま
す
。

　

受
講
後
は
、
訪
問
介
護
事
業
所
等
に
登
録
し

て
い
た
だ
き
、
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

就
労
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ

多
く
の
方
の
受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
程

①
加
計
呂
麻
島
　
平
成
29
年
３
月
３
日
（
金
）

　

時
間　

午
前
９
時
半
～
午
後
４
時

　

場
所　

加
計
呂
麻
園　

②
大
島
本
島
　
平
成
29
年
３
月
24
日
（
金
）

　

時
間　

午
前
９
時
半
～
午
後
４
時

　

場
所　

せ
と
う
ち
物
産
館
（
予
定
）

■
対
象
者　

年
齢
性
別
を
問
わ
ず
、
高
齢
者
の

生
活
支
援
に
意
欲
の
あ
る
方

■
募
集
締
切　

平
成
29
年
２
月
17
日
（
金
）

■
募
集
人
数
　
30
名

■
受
講
料　

無
料

＊
お
申
込
み
さ
れ
た
方
に
、
詳
し
い
内
容
を
送

り
ま
す
。

■お問合わせ先　町民生活課国民年金係　☎０９９７－７２－１０６０

　
　
年
金
コ
ー
ナ
ー

大幅短縮
　

法
律
改
正
に
よ
り
、
平
成
29
年
８
月
か
ら
年
金
を
受
け
る
た
め
に

必
要
な
年
数
が
25
年
（
３
０
０
カ
月
）
か
ら
10
年
（
１
２
０
カ
月
）

と
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
年
金
を
受
け
取
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

（
資
格
機
関
→
保
険
料
納
付
済
・
免
除
期
間
・
合
算
対
象
機
関
・
厚

生
年
金
等
の
加
入
期
間
な
ど
）

　

日
本
年
金
機
構
に
お
い
て
、
資
格
期
間
が
10
年
以
上
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
た
方
に
は
、お
客
様
の
ご
自
宅
宛
て
に
老
齢
の
請
求
書（
黄

色
）
を
順
次
発
送
し
ま
す
。
黄
色
の
請
求
書
が
届
か
な
い
方
で
も
、

任
意
加
入
の
申
出
に
よ
り
期
間
を
加
え
た
り
、
合
算
対
象
期
間
を
含

め
て
年
金
を
受
給
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
年
金
を
受
給
す
る
・
年
金
額
を
増
や
す
た
め

に
も
、
ご
自
身
の
年
金
加
入
年
数
に
つ
い
て
ご
確
認
の
う
え
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
や
免
除
等
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
お
電
話
で
の
ご
相
談
に
は
年
金
手
帳
等
に
記
載
が
あ
る
「
基
礎
年

金
番
号
」
が
必
要
で
す
。

◇
ご
来
所
さ
れ
て
の
ご
相
談
に
は
年
金
手
帳
と
免
許
証
等
が
必
要
で

す
。（
代
理
人
が
来
所
の
場
合
は
委
任
状
と
ご
本
人
の
印
鑑
も
必
要

で
す
。）

◇
詳
し
く
は
年
金
事
務
所
ま
た
は
、
町
役
場
町
民
生
活
課
国
民
年
金

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
奄
美
大
島
年
金
事
務
所

　

国
民
年
金
課　

０
９
９
７
（
５
２
）
４
３
４
１

　
（
ア
ナ
ウ
ン
ス
後
、
２
番
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
）

※
電
話
の
受
付
時
間
は
８
時
30
分
～
17
時
15
分
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
く
）

年金キャラクター

「もくもく」

バランス型紙で簡単ヘルシーメシュー ■場所　諸鈍体験交流館

■日時　平成 29 年 2 月 14 日（火）

　　　　午前 9 時 30 分～午後１時

■募集人数　10 名

■お申込みは　保健福祉課　担当（西田、田村）まで

☎０９９７- ７２- １０６８　

■内容　バランス型紙を使用したダイエット方法

　　　　１食 400 キロカロリーの昼食試食会

減
ヘ

る脂
シ

ーダイエット教室 in カケロマ

バ ランス型紙とは、面倒

なカロリー計算をしな

くてもバランスの良いメニュー

が簡単に出来る方法です。

自分のため、家族のために覚え

てみませんか？

■対象者　国民健康保険加入者の 30 歳以上女性

受
験
資
格
期
間
の
短
縮
に
つ
い
て
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■お問合わせ先　保健福祉課保健予防係　☎０９９７－７２－１１２２

■お問合わせ先　九州農政局鹿児島県拠点
地方参事官室　☎０９９－２２２－５８４０

■お問合わせ先　鹿児島地方法務局総務課
　　　　　　　　☎０９９－２５９－０６６７

 

ご
存
じ
で
す
か
？
「
健
康
づ
く
り
増
進
事
業
」

　
　
　
　
～
タ
ラ
ソ
奄
美
の
竜
宮
～

 

九
州
農
政
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

　
登
記
事
項
証
明
書
等
の
請
求
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
手
続
き
が
便
利
で
す

健康増進

収入保険登記証明

　

奄
美
市
の
『
タ
ラ
ソ
奄
美
の
竜
宮
』
で
行
わ
れ
て

い
る
健
康
教
室
に
瀬
戸
内
町
か
ら
通
所
さ
れ
て
い
る

参
加
者
に
対
し
て
、
バ
ス
代
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

教
室
登
録
費
用
の
１
月
当
た
り
３
千
円
は
、
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
が
、
バ
ス
代
は
町
負
担
と
な
り
ま

す
。

　

性
別
や
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

体
重
や
健
康
が
気
に
な
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
さ

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

詳
細
は
、
保
健
福
祉
課
保
健
予
防
係
ま
で

お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

■
日
時　

毎
週
水
曜
日
開
催

役
場
午
前
９
時
発
→
タ
ラ
ソ
午
前
10
時
20
分
着

タ
ラ
ソ
午
後
１
時
30
分
発
→
役
場
午
後
２
時
50
分
着

　

政
府
の
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
本
部
に
お
い
て
、
青

色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
を
対
象
と
し
た
収
入
保
険
制
度
の

導
入
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
制
度
の
主
な
内
容

①
農
業
者
ご
と
の
農
産
物
の
販
売
収
入
全
体
の
収
入
減
少
を
補
て

ん
す
る
任
意
加
入
の
制
度

②
加
入
対
象
者
は
、
５
年
以
上
の
青
色
申
告
実
施
が
あ
る
農
業
者

が
基
本
。
た
だ
し
、
青
色
申
告
（
簡
易
方
式
を
含
む
）
実
績
が
１

年
分
あ
れ
ば
加
入
可
能

③
当
年
の
収
入
が
基
準
収
入
の
９
割
（
５
年
以
上
の
青
色
申
告
実

績
が
あ
る
場
合
）
を
下
回
っ
た
場
合
に
、
下
回
っ
た
額
の
９
割
を

補
て
ん
。

※
制
度
の
詳
細
は
、
上
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

土
地
・
建
物
、
会
社
・
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書
の
請

求
に
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
請
求
で
き
る「
か

ん
た
ん
証
明
請
求
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
窓
口
よ
り
手
数
料
が
安
い

　

登
記
所
窓
口
請
求
は
、
手
数
料
６
０
０
円
の
と
こ
ろ
、

「
か
ん
た
ん
証
明
請
求
」
を
利
用
し
た
郵
送
受
け
取
り
の

場
合
は
５
０
０
円
、窓
口
受
取
の
場
合
は
４
８
０
円
で
す
。

■
自
宅
に
居
な
が
ら

　

手
数
料
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
、

電
子
納
付
対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
納
付
で
き
ま
す
。

■
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
で
か
ん
た
ん
！

　

登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
初
期
設
定
を
行
う
だ
け
で
利
用
で
き
ま
す
。

高血圧教室を開催します！
■場所　役場 3 階　会議室
■日時　平成 29 年 2 月 21 日（火）

　　　　午前 9 時 30 分～午後１時

■募集人数　10 名

■お申込みは　保健福祉課　

☎ 0997-72-1068　担当　( 西田・田村 ) まで

■内容　高血圧症改善予防の方法

　　　　昼食試食会

高血圧が気になるあなたへ ■対象者　国民健康保険加入者の 30 歳以上

遺 伝だから、薬を飲んで

いるからとあきらめて

いませんか？ちょっとしたコツ

で高血圧症を改善、予防して健

康な血管を手に入れよう！

タラソ奄美の竜宮

■登記・供託オンライン申請システム
http://www.touki-kyoutaku-online.moj.go.jp/
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■お問合わせ・申込先　
地域おこし協力隊　泰山　☎ 080 － 8367 － 5976、メール amami.csa@gmail.com

第 16 回大島地区生涯学習推進大会、第 19 回大島地区広域文化祭のご案内

 

奄
美
Ｃ
Ｓ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
講
座
を
開
催
し
ま
す

歯科健診
講演

　

現
在
、
Ｃ
Ｓ
Ａ
と
い
う
結
わ
く
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｓ
Ａ
と
は
、
地
元
の
人
た
ち
で

地
元
の
モ
ノ
を
買
い
、
更
に
地
元
の

農
家
さ
ん
と
対
等
な
関
係
で
お
互
い

が
支
援
し
あ
う
と
い
う
取
組
み
で
す
。

　

こ
れ
こ
そ
昔
の
奄
美
の
結
わ
く
の

取
組
み
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

海
外
で
は
数
千
も
の
団
体
が
こ
の
取
組
み
を

通
じ
て
、
農
家
と
消
費
者
が
信
頼
し
合
え
る
関

係
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
座
で
は
、
瀬
戸
内
町
で
行
っ
て
い

く
Ｃ
Ｓ
Ａ
の
取
組
み
案
を
発
表
し
ま
す
。

　

地
元
の
人
た
ち
で
支
え
合
う
『
ゆ
い
わ
ー
く
』

を
一
緒
に
始
め
ま
せ
ん
か
？

　

瀬
戸
内
町
の
農
家
さ
ん
や
消
費
者
の
皆
様
、

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
会
場
ま
で
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。

■
日
程　

平
成
29
年
２
月
12
日
（
日
）

■
講
師

　

メ
ノ
ビ
レ
ッ
ジ
長
沼
（
北
海
道
長
沼
町
）

　
　

荒
谷
明
子
氏
、
エ
ッ
プ
・
レ
イ
モ
ン
ド
氏

※
日
本
で
の
Ｃ
Ｓ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
拓
者

■
参
加
費　

無
料

■
会
場　

す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
旧
社
協
）

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

■
定
員　

30
名

　夢を諦めない事の大切さを伝える活動をしている「植松努」氏を招い

て、「思うは招く～夢があればなんでもできる～」と題した講演会を

開催いたします。各地区の舞台発表（伝統芸能）もあります。

町民の皆様のご来場をお待ちしております。

無料歯科健診の期限が迫っています！

町内歯科医院

登山歯科、ア歯科、町田歯科
せき歯科、かけろま薄井歯科

昭和 51・41・31・21 年生の皆様

お問合わせ先　保健福祉課
保健予防係　☎ 0997-72-1122

2 月 28 日（火）まで

　

大
島
支
庁
瀬
戸
内
事
務
所
で

は
、
平
成
29
年
４
月
１
日
以
降
に

発
生
す
る
、
県
営
住
宅
阿
木
名
団

地
及
び
コ
ー
ラ
ル
タ
ウ
ン
船
津
団

地
の
空
き
家
待
ち
順
位
登
録
の
申

込
を
左
記
の
と
お
り
受
け
付
け
ま

す
。

　

な
お
、
現
在
申
し
込
み
さ
れ
て

い
る
方
も
、
新
た
に
申
し
込
み
手

続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
募
集
案
内
配
布
・
受
付
期
間

期
間　

平
成
29
年
２
月
１
日（
水
） 

か
ら
平
成
29
年
２
月
27
日
（
月
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で     

※ 

祝
祭
日
を
除
く

場
所　

大
島
支
庁
瀬
戸
内
事
務
所　

総
務
課
（
２
階
）

■
抽
選
日

日
時　

平
成
29
年
３
月
９
日（
木
）

午
後
２
時 

～

場
所　

大
島
支
庁
瀬
戸
内
事
務
所　

会
議
室
（
２
階
）

■
申
込
資
格

①
現
在
、
住
居
に
困
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

※
持
家
の
あ
る
方
、
公
営
住
宅

（
県
、
市
町
村
営
住
宅
）
に
入
居

さ
れ
て
い
る
方
は
原
則
と
し
て
入

居
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

②
収
入
が
公
営
住
宅
法
施
行
令
で

定
め
ら
れ
た
収
入
基
準
の
範
囲
以

内
で
あ
る
こ
と

※
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚

約
者
を
含
む
）
の
収
入
も
合
算
し

ま
す
。

③
県
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

④
入
居
申
込
者
又
は
同
居
親
族
が

暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と

■
そ
の
他

①
こ
の
募
集
は
、
空
き
家
待
ち
順

位
登
録
対
象
団
地
に
空
き
家
が
発

生
し
た
と
き
、
抽
選
に
よ
り
決
定

し
た
登
録
順
位
に
従
っ
て
住
戸
を

紹
介
す
る
も
の
で
あ
り
、
県
営
住

宅
に
即
ま
た
は
、
必
ず
入
居
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

②
お
申
込
み
は
、
原
則
１
世
帯
に

つ
き
１
団
地
と
し
ま
す
。

③
単
身
者
の
入
居
可
能
な
住
宅
が

あ
る
団
地
は
、
コ
ー
ラ
ル
タ
ウ
ン

船
津
団
地
（
２
Ｄ
Ｋ
）
の
み
で
す
。

④
２
人
世
帯
の
申
込
者
に
は
、
原

則
と
し
て
２
居
室
の
住
戸
を
紹
介

し
ま
す
。

■お問合わせ先　大島支庁瀬戸内事務所　総務課　☎０９９７－７２－２１１１
 

　
県
営
住
宅
空
き
家
待
ち
順
位
登
録
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

県営住宅

講座募集

■お問合わせ先　社会教育課生涯学習係☎０９９７- ７２- ２９０５

■日時　2 月 18 日（土）

　講演　午後 1 時～午後 2 時半

　舞台　午後 3 時～午後 4 時半

■場所　清水公園総合体育館

■「植松努」氏の紹介

北海道の町工場で経験ゼロから
ロケット開発を成し遂げる。
感動を呼ぶ講演は、動画サイトで
230 万回以上再生されている。
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　有終の美を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀬戸内町教育委員会　教育長　上田 敏也

町民の皆様におかれましては、よき新年を迎えていらっしゃるのではないかと思います。今年も昨年同様、「瀬戸内っ子」

の健やかな成長のために皆様の力をお貸しいただければと思います。

　さて、新年を迎えひと月が過ぎましたが、同時に平成 28 年度のゴールも、もう間近にきております。この一年間、一

番心配していたのは町内の子供たちの事故でした。幸いなことに大きな事故等もなく、無事に終えることができそうです。

町内の子供たちの安全・安心を支えてくださったのは、学校はもちろんのこと、保護者や地域の皆様、関係機関の方々な

ど、まさにすべての町民の皆様の子供たちへの愛情のおかげだと感謝しております。

　題名にもあるように、子供たちに関わる全ての町民の方々が、子供たちのためにより一層強く、太い「結い」で結ばれ

ていくことを願っております。平成 29 年度もどうぞよろしくお願いいたします。

左の表は、平成 28 年度の瀬戸内町の児童生徒の「体力・

運動能力調査」の結果です。

握力、反復横とび（敏捷性）、ボール投げ（投擲力）は

優れている。

・上体起こしや長座体前屈（柔軟性）、20 ｍシャトルラ

ン（持久力）、小学生の 50 ｍ走がやや弱い傾向がある。

・中学生については全体的に概ねバランスのとれた体力

がついてきている。

総じて言えば、「柔軟性」と「持久力」に課題が見られ

る状況です。

これからの時代を生きる「瀬戸内っ子」にはいわゆる「生きる力」が求められます。「生きる力」
とは、自ら学び自ら考える力などの「確かな学力」、他人を思いやる心や感動する心などの「豊
かな人間性」、たくましく生きるための「健康や体力」のバランスのとれた力です。
もちろんどの力も大切であることは間違いないのですが、学力も豊かな心も、その基盤とな
る体力ある健康な身体がなければ何もならないのではないでしょうか。
　健康は何も身体的な話だけではなく、「心の健康」にも目を向けなければなりません。
体力も身体的、筋力的な話だけではなく、粘り強い心など精神的な体力も大切です。

「瀬戸内っ子」の体力の現状

「生きる力」を支える基盤～健康と体力～

ご覧いただきありがとうございました。平成 29 年度も「瀬戸内っ子」のためになる話題を提供します！

「結い」 の教育
瀬戸内町教育委員会だより 2月

ダイエットも兼ね

て早歩きね！

散歩も気持ちいい

でしょ？

家でだらだらし

てるなら散歩に

行かない？

「まずは散歩から

大作戦」大成功！

え～
めんどうくさい！

お母さん！
早いよ～！

汗が出てきた…
で も 気 持 ち が い
いね！

身 体 を 動 か す と
気 持 ち も ス ッ キ
リするね！

○…県平均値と比較して上回っているもの

▲…県平均値と比べて下回っているもの

「真の」体力と健康
○　走力、柔軟性、敏捷性、持久力など、「バランスのとれた」いわゆる一般的
な体力・運動能力
⇒これはもちろん大事です！特に「バランスのとれた」がポイントです！
○　諦めない心や粘り強くやり遂げる心などの「精神的な体力の強さ」（精神力）
　⇒運動・スポーツの中でももちろん、生活のあらゆる場面でも養えます！
○　いつも穏やかで他人を思いやったり、助け合ったりできる「余裕ある心」
　⇒健康な心の状態を保つことが日々の生活をさらに充実させるはず！

生まれつき身体的に難しい場合などもありますが、それ以外の場合ならば小・中学生の時代
にはやはり「走力、跳力、持久力、投げる力、柔軟性、敏捷性など」いろいろな領域で「バ
ランスのとれた体力」をつけることが重要です。○○少年団では大活躍のＡさんなのに泳ぎ
は苦手…、○○部では大活躍のＢさんなのに柔軟性がまったくない…では感心しません…。
また、同時に、少々のことでへこたれない粘り強さや、くよくよせず前向きに生活するなど
の「健康的な精神（心）」も大変重要です。
これからの先行き不透明な時代、どんな状況に陥っても最終的に一番大事な基盤は「健康的
な心と身体」です。これなくしては学力も豊かな心もありません…。「健康的な心と身体」
を基盤にしながら、学力や豊かな心等、様々な力を蓄えていきましょう。
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まちの出来事

　

県
内
27
自
治
体
が
参
加
し
た
、
鹿

児
島
放
送
主
催
の
「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ

大
賞
」
で
26
年
受
賞
の
「
く
じ
ら
を

見
に
行
こ
う
」
に
続
い
て
、
２
回
目

の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し
た
！

　

Ｃ
Ｍ
「
町
制
施
行
60
周
年
こ
れ
か

ら
も
ず
っ
と
」
は
、
町
内
で
映
像
制

作
を
営
ん
で
い
る
岩
元
剛
さ
ん
を
監

督
に
、
た
ん
か
ん
や
真
珠
、
星
空
な

ど
の
特
色
を
取
り
入
れ
、
町
60
周
年

を
夫
婦
の
60
年
の
歩
み
で
表
現
。

　

出
演
頂
い
た
栄
さ
ん
夫
婦
は
、「
大

変
な
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
楽
し
か
っ

た
」と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ふ る さ と C M 大 賞 2 0 1 6 で 瀬 戸 内
町 が 2 回 目 の グ ラ ン プ リ 受 賞

12月11日（ 日）本格的な琉球舞踊

12月3日（土）今年、鹿児島放送で CM100本放送！

　

瀬
戸
内
町
町
制
施
行
60
周
年
を
記

念
し
て
、琉
球
舞
踊
島
袋
流
千
尋
会
・

チ
ー
ム
絆
に
よ
る
、
琉
球
舞
踊
公
演

が
清
水
公
園
総
合
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

公
演
は
、
昼
の
部
と
夜
の
部
の
２

回
開
催
さ
れ
、
古
典
舞
踊
を
中
心
に

創
作
舞
踊
、
エ
イ
サ
ー
な
ど
の
様
々

な
舞
踊
が
生
演
奏
に
合
わ
せ
て
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

25
年
ぶ
り
に
瀬
戸
内
町
で
開
催
さ

れ
た
本
格
的
な
琉
球
舞
踊
に
、
訪
れ

た
観
客
は
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
町 制 施 行 60 周 年 記 念「 琉 球

舞 踊 」 が 開 催 さ れ ま し た

12月10日（ 土）音色響く

　

町
内
の
様
々
な
行
事
や
イ
ベ
ン
ト

で
演
奏
し
て
い
る
、
吹
奏
楽
団
「
が

じ
ゅ
ま
る
」
の
第
１
回
定
期
演
奏
会

が
古
仁
屋
中
学
校
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

演
奏
会
は
、
用
意
し
て
い
た
約

１
０
０
名
分
の
座
席
が
す
ぐ
に
埋
ま

る
ほ
ど
で
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
方

が
来
場
し
て
い
ま
し
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
曲
を
演

奏
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
配
る
な
ど
工
夫
を
こ
ら
し

た
演
奏
会
は
、
来
場
者
の
笑
顔
で
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

吹 奏 楽 団「 が じ ゅ ま る 」 の
第 1 回 定 期 演 奏 会 が 開 催

　

奄
美
市
名
瀬
総
合
体
育
館
で
８
年

ぶ
り
と
な
る
、
大
相
撲
奄
美
場
所
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

瀬
戸
内
町
出
身
の
明
生
や
蘇
な
ど

奄
美
出
身
の
力
士
10
人
を
始
め
、
幕

内
力
士
や
裏
方
な
ど
１
８
０
名
が
来

島
し
ま
し
た
。

　

相
撲
ク
ラ
ブ
の
こ
ど
も
た
ち
と
触

れ
合
う
「
ち
び
っ
こ
相
撲
」
や
力
士

に
よ
る
稽
古
や
迫
力
あ
る
力
士
の
取

り
組
み
に
会
場
か
ら
歓
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
や
ぐ
ら
太
鼓
な
ど
の
相
撲

文
化
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

日 本 相 撲 協 会 冬 巡 業「 大 相 撲 奄
美 場 所 」 が 開 催 さ れ ま し た

12月15日（ 木）大 相 撲 に 触 れ る
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瀬
戸
内
町
物
産
館
に
て
公
民
館
主

催
の
子
ど
も
餅
つ
き
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
餅
つ
き
大
会
は
、
伝
統
的

な
日
本
の
文
化
に
触
れ
、
子
ど
も
た

ち
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
20
名
の
児
童
が
参
加
し

ま
し
た
。
お
餅
を
つ
く
体
験
に
子
ど

も
た
ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ
。

　

出
来
上
が
っ
た
お
餅
は
、
き
な
こ

や
あ
ん
こ
を
付
け
て
食
べ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、「
お
い
し
い
」

と
笑
顔
で
喜
び
ま
し
た
。

　

今
年
も
瀬
戸
内
町
商
工
会
主
催
の

せ
と
う
ち
商
工
会
祭
り
が
、
歩
行
者

天
国
に
な
っ
た
中
央
通
り
で
開
催
さ

れ
、
大
勢
の
町
民
で
賑
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
吹
奏

楽
演
奏
、
抽
選
会
、
マ
グ
ロ
解
体

シ
ョ
ー
、
大
縄
跳
び
な
ど
恒
例
の
催

し
に
加
え
、
新
た
に
赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ

ハ
イ
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
で
見
せ
る
赤
ち
ゃ
ん
の
一

生
懸
命
な
姿
や
堂
々
と
し
た
姿
に
、

来
場
者
か
ら
笑
顔
と
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
前
に
、
瀬
戸
内
町
職

員
が
各
地
の
保
育
所
を
サ
ン
タ
に
扮ふ
ん

し
て
、
訪
問
し
ま
し
た
。

　

保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
は
、
サ
ン

タ
の
突
然
の
訪
問
に
驚
い
た
り
、
う

れ
し
が
っ
た
り
と
様
々
な
表
情
を
見

せ
ま
し
た
。

　
「
い
い
子
に
し
て
た
ね
」
と
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
渡
す
と
園
児
た
ち
は
、「
あ

り
が
と
う
」と
お
礼
を
言
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
「
ど
う
や
っ
て

来
た
の
」「
好
き
な
食
べ
物
は
」
な

ど
の
質
問
を
さ
れ
る
と
、
サ
ン
タ
は

困
り
な
が
ら
も
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
ご
こ
ろ
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な

し
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
を
表
彰
す

る
、
第
13
回
観
光
ま
ご
こ
ろ
県
民
運

動
会
長
表
彰
。

　
「
き
れ
い
な
観
光
地
づ
く
り
表
彰
、

き
れ
い
な
街
並
み
部
門
」に
お
い
て
、

本
町
の
重
村
豊と
よ

治じ

さ
ん
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

重
村
さ
ん
は
、
漁
港
に
あ
る
花
壇

な
ど
で
清
掃
美
化
活
動
を
行
っ
て
お

り
、そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。　

　

重
村
さ
ん
は
「
土
い
じ
り
が
好
き

で
続
け
て
こ
れ
た
。
感
謝
し
た
い
」

と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

子 ど も 餅 つ き 大 会 が
開 催 さ れ ま し たせ と う ち 商 工 会 祭 り

が 開 催 さ れ ま し た

各 地 の 保 育 所 を サ ン タ
さ ん が 訪 問 し ま し た重 村 豊 治 さ ん が き れ い な 観 光 地

づ く り 表 彰 を 受 賞 さ れ ま し た

12月17日（土）お餅をぺったん12月18日（ 日）「まちなか」にぎやかに

12月22日（木）サンタと子どもたち12月28日（水）　受賞おめでとうございます
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平成２８年度１月号

古
高
生
の
皆
様
、
お
正
月
は
如
何
で
し
た
か
。
中
に
は
、
兄
さ
ん
姉
さ
ん
が
帰
省
さ
れ
、
久
し
ぶ
り
の
一
家
団
欒

の
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
さ
あ
、
最
後
の
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
特
に
三
年
生
は
進
学
、
就

職
、
試
験
の
時
で
す
。
三
年
間
学
ん
で
き
た
全
て
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
打
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
努
力
し
た
分
は

必
ず
報
わ
れ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
十
一
月
三
日
に
関
西
古
高
会
に
出
席
し
、
ま
た
、
同
月
の
十
二
日
に
は
九
州

古
高
会
に
出
席
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
古
高
会
も
母
校
へ
の
思
い
は
熱
く
存
続
へ
の
関
心
も
高
く
、
ま
た
、
在
校
生

へ
の
励
ま
し
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。
私
ご
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
特
に
九
州
古
高
会
で
は
卒
業
以
来
五
十
数
年
ぶ
り

に
担
任
の
先
生
と
お
会
い
す
る
こ
と
が
出
来
、
感
極
ま
り
な
く
涙
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
暮
れ
の
十
三
日
は
田
中

達
三
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
古
高
会
に
よ
る
合
同
講
演
会
が
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
如
何
で
し
た
か
。
私
は
思

い
出
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
先
生
の
お
話
を
一
言
一
句
聞
き
漏
ら
す
ま
い
と
、
真
剣
な
眼
差
し
で
聴
き
入
っ
て
い
る
皆

さ
ん
の
姿
で
す
。
私
は
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
肝
に
銘
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今

ま
さ
に
そ
の
時
で
す
。
青
雲
の
志
を
持
っ
て
今
ま
さ
に
飛
び
立
た
ん
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。
人
と
人
と
の
出
会
い
、
本
と
の
出
会
い
、
こ
の
出
会
い
を
大

切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
生
き
る
と
は
、
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
実
感
す
る
時
が
来
ま
す
。
田
中
達
三
先

生
の
言
葉
の
端
々
に
も
如
実
に
そ
れ
が
語
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
ね
。

よ
く
「
失
敗
は
成
功
の
も
と
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
私
も
人
生
の
折
り
返
し
点
を
通
り
過
ぎ
ま
し
た
。
よ
く
考
え
て

み
る
と
そ
の
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
人
生
を
送
る
中
で
失
敗
は
自
分
を
育
て
る
肥
や
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
失

敗
す
れ
ば
恥
ず
か
し
い
、
悔
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
何
度
も
何
度
も
挑
戦
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
乗
り
越

え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
の
連
続
が
人
生
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
六
十
五
歳
に
し
て
大
学
で
勉
強
を
し
直
し
て
宮

司
の
資
格
を
も
ら
い
ま
し
た
。
生
易
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
必
死
に
な
れ
ば
何
と
か
な
る
も
の
で

す
。君

た
ち
は
、
若
い
ん
だ
か
ら
何
度
で
も
ア
タ
ッ
ク
ア
タ
ッ
ク
。
し
か
し
頭
に
詰
め
込
み
す
ぎ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

た
ま
に
は
、
息
抜
き
が
必
要
で
す
。
よ
く
「
出
入
り
口
」
と
言
い
ま
す
が
、「
入
り
出
口
」
と
は
言
い
ま
せ
ん
。
そ

れ
は
何
故
か
。
出
さ
な
い
こ
と
に
は
入
ら
な
い
か
ら
で
す
。
こ
れ
が
息
抜
き
で
す
。
ホ
ッ
と
ひ
と
休
み
、
体
を
壊
し

て
は
元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
大
い
に
運
動
、
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
か
い
て
く
だ
さ
い
。「
健
全
な

る
精
神
は
健
全
な
る
肉
体
に
宿
る
。」
と
言
わ
れ
る

所
以
で
す
。
こ
こ
で
例
に
な
ら
っ
て
漢
詩
を
一
句
紹
介
し
ま
す
。
詩
吟
を
吟
ず
る
も
よ
し
。

勧
学 

 
 

 

盛
年 

重
ネ
テ
来
タ
ラ
ズ 

壱
日 

再
ビ 

晨
あ
し
た

ナ
リ
難
シ 

 
 

 

時
ニ
及
ン
デ 

当ま
さ

ニ
勉
励
ス
ベ
シ 

歳
月
ハ 

人
ヲ
待
タ
ズ

時
を
無
駄
に
過
ご
し
て
し
ま
う
と
、
浦
島
太
郎
で
は
な
い
で
す
が
、
ア
ッ
と
言
う
間
に
白
髪
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
青
春
、
あ
あ
い
い
な
あ
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
年
頭
に
当
た
り
在
校
生
は
も
と
よ
り
校
長
先
生
を
は
じ
め
諸
先
生
方
、
ま
た
保
護
者
の
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
、
こ
の
一
年
が
よ
り
良
い
お
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

古
高
会
会
長

昇

清
隆

 

 

 

  

 

 

 

 

鹿 児 島 県 立 古 仁 屋 高 等 学 校

〒

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋 番地

自主自立 敬愛和協 明朗端正 勤勉誠実

せ

大学等出前講座（1・２学年） 

 

加計呂麻島瀬相出身の田中達三様をお招きして古高会講座を行いました。奄美大島での戦争体験や古

仁屋高校の歴史を話していただきました。また，二度とない高校時代に互いに切磋琢磨し合い，厳しい

批判者でもありよき理解者でもある友達をつくってほしい，片寄らない学習をし基本をしっかり学んで

ほしいなど，古仁屋高校生に対する熱いメッセージをたくさんいただきました。

 

大学や短大，就職ガイダ

ンスの講師による，授業や

就職のためのガイダンスを

受講しました。

看護専門学校の実習で

は，人体模型を使って採血

を体験しました。

クラスマッチ 

表 彰  おめでとう！

 

 

第
十
八
回
南
九
州
市

か
わ
な
べ
青
の
俳
句
大
会

第 回鹿児島県高等学校書道展

準 大 賞 重山 葵（全九州総文祭出場）

高文連賞 田中 里奈

秀 作 賞 園田 彩香 茨木 愛梨

渡辺 穂 
第 回鹿児島県高等学校書道展 
高文連賞 田中 里奈 
優 秀 賞 園田 彩香 重山 葵 

特
選

岩
木

香
月

男子 ソフトボール 優勝 ２年２組

女子 バレーボール 優勝 ３年２組

古高会講座 演題「古仁屋高校生に伝えたいこと」  

講師：社会福祉法人湘南福祉協会 理事長 田中 達三様 
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戸
籍
の
窓

　
　
お
誕
生
お
め
で
と
う

　【
名
前
】　
　
　
　【
保
護
者
】　【
住
所
】

　
渡
口　

加か

那な

太た　
　

太　
　
　

佐
賀
県

　

向
野　

叶と
う

真ま　
　
　

真
人　
　

古
仁
屋

　

泰
良　

朝と
も

晴は　
　
　

正
彦　
　

手
安

　

義
永　

舷げ
ん

太た　
　
　

健
人　
　

古
仁
屋

　

三
島　

つ
く
し　
　

茂
尚　
　

古
仁
屋　

　
　
ご
結
婚
お
め
で
と
う

　【
名
前
】　
　
　
　【
本
籍
】
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司法書士による法律相談会（無料）のご案内
【相談日時及び場所】

①諸鈍交流館　　　2月11日（土）午前9時半～午後2時半　
②船津団地集会所　2月16日（木）午前10時～午後1時
　※本相談会での直接受託は原則行いません。
　　正式な依頼に至った段階で、費用が発生します。

【お問い合わせ先】主催：瀬戸内町商工会青年部　
☎ ０９９７－７２－０１４７（担当：梶ヶ山）

広告

「
お
誕
生
」、「
ご
結
婚
」、「
お
く
や
み
」
は
12
月
に
届
け
ら
れ
た
分
の
う
ち
、

希
望
者
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

水のトラブルすぐに解決！
瀬　戸　内　町　指　定　水　道　工　事　店

◆給・排水設備施工、維持管理 ◆浄化槽工事 ( 水洗トイレ )

◆排水管内視鏡カメラ調査、高圧洗浄  ◆貯水槽清掃

◆引っ越し清掃 ◆ハウスクリーニング ◆エアコン洗浄

㈲　瀬　戸　内　ビ　ル　シ　ス　テ　ム
瀬久井  ０９０－２５１５－５９２８

私たちが提供する

大切な方の事を考える大切な時間

経済的ご負担が軽くてすむ

「家族葬」を提案いたします。

家族葬
●管理費（年間）

15,000 円～ 35,000 円

●いつでもお参りが

できます。

場所：瀬久井

共同納骨堂

24時間受付・ご相談下さい。 早川福祉葬祭 72－ 4000・4444

自然環境の悪い今日
高い所のお墓やお墓参りの
困難な方々のために
ご先祖様のお骨の管理を
当社がお引受け致します。

事務所　☎　72-3973　　　☎　72-3714　　　☎　72-0754

快　適　な　衛　生　環　境　を　サ　ポ　ー　ト
・し尿汲み取り・浄化槽清掃管理

・トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等

( 有 ) 瀬 戸 内 清 掃
　　　　　　代表取締役　牧　　学

家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ

収　集　運　搬
１袋からタンス・ベッドその他まで

お 気 軽 に お 電 話 下 さ い
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ま ち の 話 題

　文化関係コンクール受賞の報告｜皆様のがんばりが「まち」の感動に！おめでとうございます

　フェリー「かけろま」の事故と運休について｜現状とこれから

　フェリー「かけろま」は、昨年 12 月 29 日瀬相発古仁

屋行の第 5 便において、予期せぬ後進ギアの故障により、

減速できずに船舶の船首左舷が古仁屋港岸壁可動橋の柱

に衝突しました。この事故により 2 名のお客様が負傷し、

一部の積載車両が損傷しました。

　乗客の皆様に多大なご迷惑をお掛けいたしたことを深く

お詫びいたします。　

　フェリー「かけろま」は、1 月６日に修理が完了し、運

航可能となりましたが、可動橋および可動橋を支える橋脚

が海の駅側に傾いている状況であるため、安全確認のため

の調査を施工事業者等へ依頼し、1 月 11 日から実施して

います。

■貨物フェリー「天長丸」運航時刻表（※日曜日は運休）
便名 古仁屋瀬久井発時刻 瀬相着時刻 瀬相発時刻
１便 午前 10 時 20 分 午前 10 時 50 分 ※ 瀬 相 港 到 着 後 30 分 ～

60 分停泊後に出航します２便 午後２時 午後 2 時 30 分

12 月 20 日（火）、文化関係で表彰された、町内の学校、教職員、

児童生徒、３団体 15 人が役場へ報告に来てくれました。

受賞者は、次のとおりです。（敬称略）

■平成 28 年度へき地・小規模校教育優秀校
瀬戸内町立薩川小学校

■平成 28 年度鹿児島県優秀職員表彰
重信素美（篠川小・学習指導）、松山信彦（古仁屋小・学校事務）

■第 64 回鹿児島県理科に関する研究記録展
県教育委員会賞→重信瑚杜子（篠川小 6 年）、特選→重信莉々子（篠

川小 2年）、入選→土岐直也（古仁屋小 6 年）

■第 67 回鹿児島県図画作品展
優秀学校賞→秋徳小学校、秋徳中学校、県議会議長賞→芋高舞（秋

徳中 3 年、南日本放送賞→盛亜衣美（秋徳小 5 年）、市長会会長

賞→芋高明里（秋徳中 1 年）、特選→徳賢志朗（秋徳中 3 年）

■南日本ジュニア美術展
特選→徳賢志朗（秋徳中 3 年）、入選→芋高明里（秋徳中 1 年）

■第 59 回鹿児島県児童生徒作文コンクール
入選→松本ふう（薩川小６年）、芋高舞（秋徳中 3 年）、大脇直也（古

仁屋小 1 年）、宮島和香（古仁屋小 3 年）

文化関係の表彰を受賞した 3 団体 15 人

■鹿児島県立奄美図書館
第 13 回「ネリヤカナヤ創作童話コンクール」
最優秀賞→盛亜衣美（秋徳小 5 年）

■平成 28 年度鹿児島県統計グラフコンクール
パソコン統計グラフの部
入選→土岐英寿（古仁屋小 4 年、全国入選）

佳作→土岐直也（古仁屋小 6 年）

■第 18 回かわなべ青の俳句大会
入選→福井李央（与路小 2 年）

※貨物フェリー「天長丸」は、車両と運転手のみの航送となります。
※出航時間については、積込み車両の調整のため若干の遅れが生じることがあります。
※旅客の乗船チケットは、「Ａコープ横代船運航発着所」仮設事務所での販売もしています。

　この調査結果により、フェリー「かけろま」の運航につ

いて判断することとしていますが、調査結果が出されるま

では、今しばらく時間がかかるものと予想されます。（１

月 16 日時点において）

　フェリー「かけろま」の運航が決定されるまでの間、旅

客についてはフェリー「かけろま」の運航時間と同じ時間

に海上タクシーによる代船運航を行い、車両については下

記のとおり、山畑運送様の貨物フェリー「天長丸」により、

1 日 2 便の運航をしていただいています。

　今後、詳細が決まり次第、すみやかに情報をお伝えし、

フェリーの安全運航に努めて参りますので、利用者の皆様

のご理解とご協力をお願いします。

代船運航

天長丸

■お問い合せ先　車両航送：天長丸☎ 0997-72-0569、旅客：古仁屋待合所☎ 0997-72-3771
　　　　　　　　商工観光課　船舶交通係☎ 0997-72-4560


